
こ
の
度
、
金
倉
円
照
博
士
が
古
稀
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
を
祝
し
て
、

「
印
度
学
佛
教
学
諭
集
」
が
出
版
さ
れ
た
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
喜
ば
し
い

こ
と
で
あ
る
。
金
倉
博
士
は
高
楠
、
宇
井
両
教
授
に
師
事
さ
れ
、
そ
の
薫

陶
を
受
け
ら
れ
て
、
今
や
印
度
哲
学
部
門
で
は
第
一
人
者
と
し
て
名
実
と

も
に
認
め
ら
れ
て
お
り
、
博
士
の
批
判
性
と
厳
密
性
と
を
兼
ね
そ
な
え
ら

れ
た
学
風
、
並
び
に
原
典
に
よ
る
文
献
学
的
研
究
を
埜
礎
と
し
て
歴
史
的

批
判
の
上
に
着
実
に
結
論
を
導
き
出
さ
れ
る
方
法
は
、
学
位
論
文
「
吠
檀

多
哲
学
の
研
究
」
を
始
め
と
し
て
、
「
印
度
精
神
文
化
の
研
究
」
「
印
度

哲
学
史
」
「
印
度
古
代
精
神
史
」
「
印
度
中
世
精
神
史
」
な
ど
の
幾
多
の

名
著
を
生
み
出
し
、
学
界
に
寄
与
す
る
と
こ
ろ
大
き
く
、
昭
和
二
十
八
年

に
は
博
士
に
日
本
学
士
院
賞
が
贈
ら
れ
、
ま
た
昭
和
三
十
八
年
に
は
日
本

学
士
院
会
員
に
選
定
せ
ら
れ
た
。

と
こ
ろ
で
こ
の
「
印
度
学
佛
教
学
論
集
」
は
全
部
で
千
頁
余
に
わ
た
る

大
部
の
書
物
で
あ
り
、
と
て
も
こ
の
論
文
に
つ
い
て
の
紹
介
、
書
評
を

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
簡
単
に
全
体
の
論
文
を
紹
介
し
て
、
そ
の

後
で
私
が
特
に
興
味
を
も
っ
た
二
、
三
の
論
文
に
つ
い
て
の
み
書
評
を
加

え
た
い
と
思
う
。

金
倉
博
士
古
稀
記
念

「
印
度
学
佛
教
学
論
集
」

舟

橋
尚
哉

さ
て
、
こ
の
論
文
集
は
大
き
く
分
け
て
三
部
か
ら
成
り
立
っ
て
お
り
、

第
一
部
印
度
学
、
第
二
部
印
度
・
西
蔵
佛
教
、
第
三
部
西
域
・
中
国
・
日

本
佛
教
に
分
か
れ
て
お
り
、
第
一
部
及
び
第
二
部
を
中
心
と
し
た
印
度
関

係
の
も
の
が
圧
倒
的
に
多
い
（
こ
の
第
一
部
、
第
二
邦
、
第
三
部
と
い
う
い
い

方
は
便
宜
上
、
私
が
つ
け
た
も
の
で
あ
る
）
・

第
一
部
の
印
度
学
関
係
で
は
、
ま
ず
梵
文
学
の
権
威
、
辻
直
四
郎
氏
の

「
ケ
ー
シ
ン
・
ダ
ー
ル
ビ
ア
を
め
ぐ
っ
て
（
そ
の
一
）
」
が
あ
り
、
こ
こ
で

は
ブ
ラ
ー
フ
マ
ナ
文
献
に
現
わ
れ
る
人
物
で
あ
る
ケ
ー
シ
ン
・
ダ
ー
ル
ビ

ァ
に
つ
い
て
の
検
討
、
及
び
彼
の
家
族
或
い
は
周
辺
の
人
々
に
つ
い
て
の

考
察
が
な
さ
れ
て
い
る
。
大
類
純
氏
の
「
イ
ン
ド
古
代
思
想
発
生
に
つ
い

て
の
一
視
点
」
は
西
暦
紀
元
前
二
○
○
○
’
一
○
○
○
年
の
古
代
イ
ン
ド

思
想
の
成
立
状
況
を
論
じ
た
も
の
で
、
唯
物
論
思
想
と
観
念
論
思
想
と
の

間
に
行
な
わ
れ
た
闘
争
や
、
ブ
ラ
ブ
マ
ン
と
ア
ー
ト
マ
ン
の
問
題
、
更
に

「
唯
物
論
の
萠
芽
を
リ
グ
・
ヴ
ェ
ー
ダ
讃
歌
の
中
に
見
出
す
こ
と
が
で
き

る
」
と
い
う
い
”
幽
巳
〕
島
国
呂
冒
四
口
の
説
の
紹
介
な
ど
、
興
味
深
い
記

述
が
多
い
。
塚
本
啓
祥
氏
の
「
閑
四
目
台
目
出
土
の
駁
。
冨
法
勅
（
そ

の
一
）
」
で
は
ギ
リ
シ
ア
語
に
伝
わ
っ
て
い
る
ア
シ
ョ
ー
カ
法
勅
の
検
討

が
詳
し
く
な
さ
れ
て
お
り
、
原
実
氏
の
「
真
珠
」
で
は
梵
文
学
に
み
え
る

真
珠
の
出
所
を
二
の
例
を
上
げ
て
説
明
さ
れ
て
い
る
。
山
折
哲
雄
氏
の

「
カ
ー
ス
ト
に
お
け
る
汚
れ
（
鼠
目
○
四
）
と
浄
め
（
曾
呂
ご
）
」
で
は
力

と
申
し
て
も
、
浅
学
、
若
輩
の
致
す
と
こ
ろ
、
と
て
も
大
先
生
方
の
論
文
に
書
評

を
す
る
資
格
は
な
い
の
で
す
が
、
た
だ
セ
ミ
ナ
ー
編
集
部
の
要
請
に
よ
っ
て
、
お

こ
が
ま
し
く
も
筆
を
と
っ
た
次
第
で
す
。
そ
れ
故
、
も
し
私
に
誤
ま
り
あ
ら
ぱ
い

つ
で
も
訂
正
致
し
ま
す
の
で
、
せ
い
ぜ
い
御
叱
責
御
鞭
燵
を
お
願
い
し
ま
す
。
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－
ス
ト
論
の
課
題
と
し
て
考
え
ら
れ
る
歴
史
的
発
展
の
側
面
と
宗
教
的
倫

理
的
持
続
性
の
側
面
の
中
、
こ
こ
で
は
後
者
の
側
面
に
重
点
が
お
か
れ
て

い
る
。
木
村
秀
雄
氏
の
「
⑦
冒
区
肉
自
冨
国
圃
ぐ
制
の
研
究
」
は
ぐ
房
目
‐

目
且
詳
冨
宮
延
に
九
人
の
勝
れ
た
人
物
が
あ
っ
た
と
い
う
伝
説
の
中
に

出
て
く
る
⑦
冒
冨
冨
引
冒
国
の
作
品
（
詩
頌
）
の
冒
冨
冨
愚
四
国
冨
目
四

に
つ
い
て
述
・
へ
ら
れ
て
い
る
。
松
濤
誠
廉
氏
の
「
属
口
且
勢
冒
且
騨
造
「
解

脱
精
要
（
昌
○
嶌
冨
‐
圃
冒
８
日
）
」
和
訳
」
で
は
裸
行
派
の
重
要
人
物
で

あ
る
属
口
且
曾
冒
目
色
‐
習
胃
制
の
著
書
、
解
脱
精
要
（
全
一
○
六
偶
）
の

和
訳
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
印
度
学
関
係
で
は
ジ
ャ
ン
ブ
ー
ヴ
ィ

ジ
ャ
ャ
氏
の
「
冒
昌
四
国
ｅ
《
目
盲
目
①
昇
宕
冒
凹
Ｆ
ｏ
唱
。
国
昌
、
宮
坂

宥
勝
氏
の
「
’
一
ヤ
ー
ャ
学
派
の
時
間
論
」
、
服
部
正
明
氏
「
論
証
の
前
段

階
と
し
て
の
８
目
殴
制
」
、
伊
原
照
蓮
氏
の
ヨ
ブ
ラ
フ
マ
シ
ッ
デ
イ
』

の
歓
喜
説
」
、
北
川
秀
則
氏
の
「
○
口
《
と
ご
目
冨
』
》
」
、
神
館
義
朗
氏
の
「
ヴ

ェ
ー
ダ
ー
ン
タ
・
サ
ー
ラ
と
パ
イ
ン
ガ
ラ
・
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ト
」
な
ど
が

あ
る
。
（
紙
面
の
関
係
で
す
べ
て
の
論
文
に
つ
い
て
の
説
明
が
で
き
な
い
の
が
残
念

で
あ
る
・
こ
れ
ら
の
順
序
は
す
寺
へ
て
目
次
に
出
て
い
る
論
文
の
順
序
に
よ
っ
て
い
る
）
。

こ
れ
ら
印
度
学
関
係
の
論
文
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
が
よ
く
使
わ
れ
る
こ

と
を
考
慮
し
て
、
す
曇
へ
て
横
ぐ
み
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
論
文
集

に
お
い
て
は
目
次
に
出
て
い
る
数
字
が
漢
数
字
の
も
の
は
縦
ぐ
み
、
ア
ラ

ビ
ア
数
字
の
も
の
は
横
ぐ
み
に
な
っ
て
お
り
、
特
に
ア
ラ
ビ
ア
数
字
の
場

合
、
目
次
に
お
い
て
は
必
ず
し
も
数
字
の
順
序
通
り
に
は
並
ん
で
い
な
い
。

こ
れ
は
本
書
が
内
容
に
重
点
を
置
い
て
各
論
文
を
配
列
し
て
い
る
か
ら
で

染
め
〉
ｚ
〕
０

次
に
第
二
部
印
度
・
西
蔵
佛
教
関
係
で
は
宮
本
正
尊
氏
の
「
中
道
思
想

の
歴
史
社
会
性
」
が
ま
ず
我
友
の
目
を
ひ
く
。
そ
こ
で
は
ア
リ
ア
ソ
開
拓

史
上
の
三
期
、
す
な
わ
ち
第
一
期
五
河
時
代
、
第
二
期
「
中
国
」
時
代
、
第

三
期
「
東
方
」
時
代
に
分
け
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
を
文
化
史
的
に
い
え
ば

北
の
第
一
期
は
ヴ
ェ
ー
ダ
的
、
第
二
期
中
国
時
代
は
バ
ラ
モ
ン
族
に
よ
る

ブ
ラ
ー
フ
マ
ナ
的
、
東
方
の
第
三
期
は
六
師
と
佛
陀
活
動
に
よ
っ
て
代
表

せ
ら
れ
る
新
し
い
時
代
で
あ
る
。
そ
し
て
中
道
思
想
が
そ
れ
ら
三
期
の
内

い
つ
の
頃
に
芽
生
え
、
確
立
し
た
か
と
い
う
興
味
あ
る
問
題
を
取
扱
っ
て

い
る
。
雲
井
昭
善
氏
の
「
現
在
浬
渠
論
ｅ
拝
嘗
且
冨
冒
昌
甲
昌
号
習
ｐ
‐

ご
目
四
）
と
そ
の
論
点
」
は
「
ブ
ッ
ダ
時
代
に
お
け
る
一
般
思
想
界
の
動
向
を

語
る
も
の
と
し
て
、
漢
訳
「
梵
動
経
」
及
び
異
訳
「
梵
網
六
十
二
見
経
」

に
出
て
い
る
六
十
二
種
の
見
解
の
内
、
現
在
浬
梁
論
（
五
見
）
を
特
に
取
り

上
げ
て
い
る
。
何
故
現
在
浬
渠
論
の
み
を
問
題
に
し
た
か
と
い
え
ば
、
阿

含
・
｝
一
カ
ー
ャ
を
通
じ
て
言
わ
れ
る
〈
浬
梁
は
現
法
に
お
い
て
達
せ
ら
れ

る
〉
と
い
う
所
論
が
、
ブ
ッ
ダ
に
よ
っ
て
批
判
さ
れ
た
六
十
二
見
中
の
現

在
浬
桑
論
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
か
と
い
う
看
過
し
て
は
な
ら
な
い

重
要
な
問
題
と
関
連
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
六
十
二
見
中
の
現
在
浬

桑
論
（
五
見
）
の
第
一
は
快
楽
を
第
一
と
し
、
他
の
四
は
四
禅
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ブ
ッ
ダ
は
四
禅
を
重
視
し
て
い
る
が
、
こ

の
四
禅
に
よ
る
現
在
浬
梁
論
と
ブ
ッ
ダ
の
現
法
浬
梁
と
の
関
連
に
つ
い
て

論
じ
ら
れ
て
い
る
。
早
島
鏡
正
氏
の
「
初
期
佛
教
に
お
け
る
さ
と
り
の
表

明
」
は
、
「
テ
ー
ラ
・
ガ
ー
タ
ー
」
と
「
テ
ー
リ
ー
・
ガ
ー
タ
ー
」
を
中

心
と
し
て
〈
さ
と
り
〉
の
心
境
表
明
と
し
て
表
現
さ
れ
た
こ
と
ば
を
整
理

し
て
、
初
期
佛
教
の
さ
と
り
を
考
察
し
て
い
る
。
（
な
お
早
島
氏
は
「
テ
ー

ラ
・
ガ
ー
タ
ー
」
と
「
テ
ー
リ
ー
・
ガ
ー
タ
ー
」
の
現
代
語
訳
を
中
村
元
編
「
佛
典

〆~
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Ｉ
」
に
載
せ
て
お
ら
れ
る
）
。
中
根
專
正
氏
の
「
ス
ヅ
タ
’
一
。
〈
ｌ
夕
に
お
け
る

釈
尊
の
教
説
」
は
、
佛
教
経
典
中
、
最
も
古
い
部
類
に
属
す
る
と
い
わ
れ

る
ス
ヅ
タ
ニ
パ
ー
タ
に
よ
っ
て
、
釈
尊
の
根
本
教
説
の
特
質
を
述
べ
て
い

る
。
そ
し
て
こ
の
論
文
に
は
註
が
多
く
、
参
考
資
料
が
非
常
に
多
く
提
示

さ
れ
て
い
る
。
Ｊ
・
ｗ
・
ド
・
ヨ
ン
グ
氏
の
「
目
胃
己
鼠
○
茸
胃
色
呂
可
ど

で
は
ロ
農
具
富
国
、
巨
曾
口
目
（
圃
巳
及
び
ご
鼠
Ｃ
倖
日
罷
旦
国
（
印
巨
）

と
漢
訳
「
十
上
経
」
（
長
阿
含
）
及
び
「
長
阿
含
十
報
法
経
」
と
比
較
対
照

し
て
詳
細
に
検
討
さ
れ
て
い
る
。
漢
訳
に
精
通
し
て
お
ら
れ
る
ド
・
ヨ
ン

グ
氏
に
は
全
く
感
心
さ
せ
ら
れ
る
。
た
だ
記
号
表
示
の
上
で
弓
．
品
（
本

書
や
い
亀
巨
も
．
Ｅ
・
瞳
）
と
あ
る
の
は
大
正
十
三
巻
の
こ
と
で
は
な
く
、
経

典
番
号
十
三
（
ｚ
ｏ
届
ぐ
。
巨
麗
：
）
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
表
示

法
は
外
国
文
献
で
は
普
通
に
用
い
ら
れ
る
と
こ
ろ
ら
し
い
が
、
初
心
者
は

少
し
と
ま
ど
う
の
で
は
な
か
ろ
う
か
・
高
崎
直
道
氏
の
「
。
○
目
罰
炉
嗣
国
口

と
の
○
月
閉
Ｐ
切
国
ロ
旨
垣
で
は
、
○
○
吋
号
目
は
本
来
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト

の
形
で
あ
っ
て
、
。
○
吋
四
は
パ
ー
リ
で
は
○
○
井
四
と
な
る
は
ず
で
あ
る

の
に
、
何
故
に
パ
ー
リ
語
の
一
一
カ
ー
ャ
で
ｏ
ｃ
勵
号
目
と
い
う
語
が
使
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
、
と
い
う
興
味
あ
る
問
題
を
実
例
を
上
げ
て
検

討
し
て
お
ら
れ
る
。
佐
藤
密
雄
氏
の
「
金
銭
求
利
に
つ
い
て
の
比
丘
戒
」

で
は
、
比
丘
戒
の
捨
堕
法
の
中
に
畜
銭
宝
戒
や
貿
宝
戒
や
販
売
戒
な
ど
が

あ
っ
て
、
比
丘
に
金
銭
の
受
取
や
金
銀
と
の
交
換
売
買
や
、
衣
食
等
の
物

資
の
交
換
売
買
を
禁
じ
て
い
る
が
、
社
会
の
推
移
と
と
も
に
僧
伽
も
金
融

経
済
を
離
れ
て
存
立
し
得
な
く
な
っ
て
き
た
点
な
ど
を
指
摘
し
な
が
ら
比

丘
生
活
と
金
銭
と
を
論
じ
て
お
ら
れ
る
。
こ
の
論
文
を
読
ん
で
い
る
と
比

丘
生
活
の
実
態
が
わ
か
っ
て
な
か
な
か
興
味
が
深
い
。

そ
の
他
、
杉
本
卓
洲
氏
の
弓
胃
晋
ら
畠
＆
討
冨
暦
‐
普
①
匡
罷

己
①
ロ
９
２
冒
国
○
号
‐
の
凹
急
丙
昌
冒
鴨
」
、
田
賀
龍
彦
氏
の
「
燃
燈
佛
授

記
に
つ
い
て
」
、
水
野
弘
元
氏
の
「
舎
利
弗
阿
毘
曇
論
に
つ
い
て
」
、
坂
本

幸
男
氏
の
「
説
一
切
有
部
の
随
眠
論
」
、
平
川
彰
氏
の
「
有
刹
那
と
刹
那

減
」
、
舟
橋
一
哉
の
「
主
体
的
把
握
か
ら
客
観
的
分
析
こ
、
干
潟
龍
祥
氏

の
「
馬
鳴
の
佛
所
行
讃
と
そ
の
餘
影
」
、
酒
井
真
典
氏
の
「
馬
鳴
論
師
の

二
種
菩
提
心
論
に
つ
い
て
」
、
渡
辺
照
宏
氏
の
「
法
華
経
梵
語
諸
本
の
比

較
研
究
序
説
」
、
大
鹿
実
秋
氏
の
「
維
摩
経
に
見
ら
れ
る
臂
喉
に
つ
い
て
」
、

上
田
義
文
氏
の
耳
鼻
冒
抄
を
見
る
」
、
西
義
雄
氏
の
「
地
蔵
菩
薩
の
源
流

思
想
の
研
究
」
、
芳
村
修
基
氏
の
弓
冨
己
局
ご
‐
目
言
○
旨
の
茸
匡
昌
○
口
“

旨
呂
の
属
胤
冒
隠
冒
旨
ぐ
自
首
」
、
勝
呂
信
静
氏
の
「
初
期
唯
識
説
に
お
け

る
三
性
説
の
構
造
」
（
こ
の
論
文
に
つ
い
て
は
後
の
書
評
参
照
）
、
中
村
瑞
隆
氏

の
「
界
合
騨
口
に
つ
い
て
」
、
飯
田
昭
太
郎
氏
の
鈩
咽
冒
曾
（
砕
己
宮
日
①
）

四
目
国
鳥
は
（
”
の
閉
○
口
）
冒
圃
目
ぐ
ゅ
ａ
ぐ
の
百
」
、
山
口
益
氏
の
「
月
称
造

五
瀧
諭
に
お
け
る
慧
の
心
所
の
解
釈
」
（
こ
の
論
文
に
つ
い
て
は
後
の
書
評
参

照
）
、
松
長
有
慶
氏
の
「
旨
畠
宕
獣
日
昌
曾
冒
壱
四
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
」

天
野
宏
英
氏
の
「
因
果
論
の
一
資
料
」
、
梶
山
雄
一
氏
の
「
佛
教
哲
学
に

お
け
る
命
題
解
釈
」
、
羽
田
野
伯
猷
氏
の
「
ア
テ
ィ
ー
シ
ャ
お
ぼ
え
書
」
、

前
田
惠
学
氏
の
「
セ
イ
ロ
ン
佛
教
学
術
調
査
中
間
報
告
」
な
ど
、
印
度
・

西
蔵
佛
教
に
関
す
る
論
文
は
非
常
に
多
い
が
、
し
か
し
第
三
部
の
西
域
・

中
国
・
日
本
佛
教
に
関
す
る
論
文
は
比
較
的
少
な
く
、
特
に
純
粋
に
、
中

国
・
日
本
佛
教
分
野
の
研
究
は
七
篇
の
み
で
あ
る
。

印
度
学
を
者
と
し
て
著
名
な
中
村
元
氏
は
、
こ
の
論
文
集
に
お
い
て
は
、

西
域
・
中
国
関
係
の
も
の
を
載
せ
て
お
ら
れ
る
。
「
ク
マ
ー
ラ
ジ
ー
ヴ
ァ
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（
羅
什
）
の
思
想
的
特
徴
」
（
こ
の
論
文
に
つ
い
て
は
後
の
書
評
参
照
）
が
そ

れ
で
、
こ
の
論
文
は
羅
什
の
維
摩
経
の
翻
訳
を
通
じ
て
、
彼
が
原
文
を
忠

、
、

実
に
翻
訳
し
た
の
で
は
な
く
て
、
漢
訳
す
る
に
当
っ
て
か
な
り
の
改
変
を

、
、
、
、
、
、
、
、

施
し
て
い
た
り
、
或
い
は
か
れ
自
身
の
思
想
を
も
ち
こ
ん
で
い
た
り
す
る

こ
と
を
実
例
を
上
げ
て
説
明
し
て
お
ら
れ
る
。

、
、
、

例
え
ば
原
文
及
び
支
謙
訳
は
現
世
的
世
俗
的
な
も
の
に
対
し
て
否
定
的

、
、
、
、

で
あ
る
の
に
対
し
て
羅
什
の
み
は
現
世
肯
定
の
立
場
か
ら
訳
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
問
題
は
、
実
際
は
否
定
的
な
表
現
の
場
合
に
も
羅
什
は
肯
定
的

な
「
実
相
」
と
か
「
諸
法
実
相
」
と
か
い
う
よ
う
に
説
い
て
い
る
と
、
し

ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
あ
っ
た
が
、
こ
の
論
文
の
よ
う
に
、
羅

什
の
翻
訳
に
つ
い
て
詳
細
に
わ
た
っ
て
検
討
さ
れ
て
い
る
も
の
は
め
ず
ら

し
い
。
是
非
一
読
さ
れ
ん
こ
と
を
お
す
す
め
す
る
。

次
に
岩
本
裕
氏
の
「
『
孟
蘭
盆
』
の
原
語
に
つ
い
て
」
で
は
孟
蘭
盆
が

唐
代
の
初
期
に
お
い
て
は
器
物
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
た
事
実
や
、
チ
、
、
ヘ

ッ
ト
に
は
ウ
ラ
ポ
ン
会
は
な
い
と
い
う
事
実
な
ど
興
味
あ
る
記
述
が
多
い
。

中
で
も
ウ
ラ
ポ
ン
の
原
語
を
巳
冨
目
冨
巨
①
（
倒
懸
）
と
す
る
こ
と
も

冒
冒
日
冒
ご
囚
（
救
済
）
と
す
る
こ
と
も
全
く
無
意
義
で
あ
る
と
い
わ
れ
る

点
は
我
を
も
一
考
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

そ
の
他
、
Ｊ
・
ラ
ー
デ
ル
氏
の
「
○
国
周
ロ
鳥
屋
胃
色
目
冒
○
凋
昌
色
．

田
口
丙
桝
シ
Ｚ
（
国
ロ
罰
Ｃ
シ
ｚ
）
」
、
野
村
耀
昌
氏
の
「
北
周
大
象
二
年
、
復
仏

の
詔
に
い
た
る
ま
で
の
経
緯
と
そ
の
背
景
」
、
丸
山
孝
雄
氏
の
「
嘉
祥
大
師

吉
蔵
の
法
華
玄
論
に
お
け
る
五
乗
と
三
引
」
、
日
比
宣
正
氏
の
「
法
華
五

百
間
論
に
つ
い
て
」
、
福
井
康
順
の
「
三
経
義
疏
の
成
立
に
つ
い
て
の
疑

義
」
、
玉
城
康
四
郎
氏
の
「
空
海
思
想
の
リ
ア
リ
ズ
ム
」
、
古
田
紹
欽
氏
の

「
平
家
物
語
の
な
か
の
仏
教
」
、
望
月
徴
厚
氏
の
「
妙
法
華
経
題
釈
覚
書

（
印
度
、
支
那
の
諸
師
）
」
な
ど
の
論
文
が
あ
る
。

以
上
で
簡
単
に
全
体
の
論
文
を
紹
介
し
た
の
で
、
い
よ
い
よ
書
評
に
う

つ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
ま
ず
最
初
に
勝
呂
信
静
氏
の
「
初
期
唯
識
説
に
お

け
る
三
性
説
の
構
造
」
か
ら
検
討
を
始
め
よ
う
と
思
う
。
氏
は
宮
本
博

士
の
還
暦
記
念
論
文
集
に
も
．
一
分
依
他
性
説
の
成
立
」
（
こ
の
時
は
勝
呂

昌
一
と
い
う
旧
名
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
）
と
い
う
論
文
を
載
せ
て
お
ら
れ
る

が
、
そ
の
中
で
解
深
密
経
、
琉
伽
論
、
大
乗
荘
厳
経
論
、
弁
中
辺
論
、
摂

大
乗
論
と
い
う
時
代
的
に
区
分
さ
れ
て
の
成
立
過
程
の
考
察
方
法
は
実
に

明
確
で
あ
り
、
私
も
大
変
教
え
ら
れ
、
私
自
身
の
研
究
方
法
に
も
大
き
な

影
響
を
与
え
た
論
文
の
一
つ
で
あ
っ
た
が
、
い
ま
、
ま
た
三
性
説
の
成
立

の
形
態
を
め
ぐ
っ
て
実
に
明
快
に
、
し
か
も
詳
細
に
わ
た
っ
て
考
察
し
て

お
ら
れ
る
。

例
え
ば
解
深
密
経
に
お
い
て
は
「
三
性
説
の
説
相
に
お
け
る
一
つ
の
特

色
は
円
成
実
性
の
説
明
に
つ
い
て
二
通
り
を
分
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

第
一
は
、
依
他
に
関
連
さ
せ
て
説
く
も
の
で
、
縁
生
の
法
の
生
無
自
性
は

清
浄
所
縁
境
界
で
な
い
と
い
う
意
味
で
、
勝
義
無
自
性
で
あ
る
と
す
る
。

第
二
は
円
成
の
法
無
我
な
る
こ
と
が
勝
義
無
自
性
で
あ
る
」
と
い
う
記
述

は
全
く
そ
の
通
り
で
あ
っ
て
（
無
自
性
相
品
第
五
参
照
）
、
こ
れ
が
解
深
密
経

の
一
特
色
と
も
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
「
第
一
は
依
他
は
雑
染
法
と
い
う

こ
と
に
な
り
、
上
述
の
業
感
縁
起
の
定
義
と
合
致
す
る
」
と
す
る
氏
の
考

え
方
は
適
切
で
あ
り
、
特
に
解
深
密
経
に
お
い
て
は
「
依
他
は
雑
染
で
あ

る
」
と
さ
れ
、
更
に
「
水
晶
の
職
は
心
性
本
浄
説
の
説
明
に
引
か
れ
る
こ

と
が
あ
る
が
、
こ
の
ぱ
あ
い
の
水
晶
が
い
わ
ゆ
る
浄
分
の
依
他
を
意
味
す
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